
  

 

   
 
 
                                     2022 年７月１4 日(木) 

初めてのワクワククッキングでドキドキの包丁体験 
  

7 月 7 日の七夕の日にワクワククッキング①を実施しました。今回のメインは、カレーの材料を幼稚部のお友だち
が包丁で切るということでした。年少児は初めての経験でしたが、「お家でもやっているよ」という声もあり、保育者
と一緒に自信を持って野菜切り、に挑戦していました。年中児、年長児は昨年の経験も生きていて「切るときは猫の
手にゃんだよ」「ニンジンはいちょう切りだよ」と昨年のことを思い出していました。保育部のお友だちも、お兄さん
お姉さんの切り方を真剣にのぞき込んで、カレーの出来上がりを楽しみにしていました。 

公園や田んぼでは子どもたちの探究活動が盛んです。草むらの中にバッタ（イナゴ）を見つけると、最後まで姿を
追い求めたり、土の中にダンゴムシがいないか園庭を掘り返したりしています。りす組のお友だちは、散歩の途中に
園の横の畑の作物の様子を観察して「おいしそうなトマトだね」「まだ赤ちゃんだから食べられないね」などと生長の
様子を楽しんでいました。 

 ７月 園 だ よ りその２ 
認定こども園 
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子どもの力と考え
を信じて待つ 

○ニンジンはいちょう切りと言って、同じ薄さに切っていきます 

◆前にやったから知ってるよ。  ◆お姉さんたち、じょうずだね。がんばって。 

◆ 

 

◆ダンゴムシいないかなー？ 

◆ここほってみようよー！ 

◆ねえ、バッ

タどこに行っ

た？ 

◆こっち,こっ

ちだよー！ 

 

◆カエルさん新しいお家気に入っているかな？  

◆広くて気持ちよさそうだね。 ◆エサ探し、しなきゃね 

 

 

 

 

○こっちはトマト

で、こっちはキュ

ウリだよ 

◆おいしそう！ 

◆たべたいねー 



                    ✨  ひかるすがた  ✨ 

～ お 知 ら せ と お 願 い ～ 

行事 

○15 日の年長児日帰り保育に際しまして、各ご家庭のご協力ありがとうございます。特にバス送迎のご家庭にはご迷惑

をおかけしますがご家庭での送迎をお願いします。子どもたちと相談して思い出いっぱいの楽しい保育にしたいと職

員一同がんばっています。 

生活・保健・衛生 

〇新型コロナ感染対策について～全国、県内は感染再拡大の様相を呈していて予断を許さない状況です。連休等の移動

でさらに拡大する恐れがあります。移動は極力近距離かつ特定の範囲にとどめ、感染防止に努めていただきたいと思

います。万が一、同居家族、身近な人に感染者、濃厚接触者が出た場合、園か園長(080-3490-7147)に昼夜を問わず連

絡してください。 

 

 ○夏休み中のにじ組利用のご家庭へ～毎日お昼寝をしますので年中・年長児は大きく記名をした大判バスタオルを持た

せてください。園外保育に出る場合もありますので 9:30 までに登園してください。年少児はお昼寝布団を持たせてくだ

さい。(年少児は休み明けも必要です)。 

その他 

 〇園庭の時計について 現在修理依頼中です。ご不便をお掛けしますがよろしくお願いします。 

 

 

 

                 

 ≪これ、エンゼルフィッシュです、どうぞ≫ 

≪ちきゅうが平和になるように≫                       ≪ひよこ組さん、一緒にあそぼー≫ 

強く☆(6/23)未満児 1)健康な心と体 2)自立心 6)思考力の芽生え 10)豊かな感性と表現 E)五感による探索『自分だけの段ボール

車』おひとり様感が味わえる段ボールの車。当初は、玩具箱をひっくり返してその中に入っていた子どもたち。段ボ

ールを準備すると我先にと入り、ご満悦。今日は、その段ボール車にシールをペタペタ貼ったところ、はがす事も上

手になり次から次へと貼り素敵なドット柄にリメイクした。ふと見ると…足指に貼っていたり、重ねて貼ったり、貼

ったシールをはがし台紙に戻していたりと…シール貼り一つでも発想の豊かさに驚かされた。 

☆(6/21)年中児 1)健康な心と体 2)自立心 3)協同性 6)思考力の芽生え 7)自然との関り・生命尊重 9)言葉による伝え合い

10)豊かな感性と表現 B)自己の形成『カエルさん喜びそう！』朝からカエルのお家を作ろうと子どもたちもわくわくし

ている姿があった。そして大好きなカエルの歌を歌い 1日が始まった。カエルの数を数えてみると１３匹いることが分

かり子どもたちも「大家族だね」と１匹ずつ数えるたびに大喜びだった。子どもたちから「広いお家がいい」と声が上

がり大きい水槽を持ってくると、「それならカエルさん喜びそうだね」と嬉しそうに反応していた。子どもたちから沢

山の意見が出てさくら組のオリジナルのお家が出来たので良かった。カエルのお家が完成するとじっとカエルの様子を

観察していた。 

明るく☆(6/20)年少児 1)健康な心と体 2)自立心 3)協同性 6)思考力の芽生え 9)言葉による伝え合い 10)豊かな感性と表現 B)自

己の形成：『これ、作りたい！』 すみれ組の子どもたちが、折り紙でクジラを折ってたんぽぽ組にプレゼントしてく

れた。朝、【AY】【S】【T】とクジラを貼っていると【Ys】が見に来て「これ作りたい！」とすみれ組に行き、クジラの

折り方を教わっている姿があった。異年齢でこのような交流をすることでお互いに刺激をもらえると思うので、周り

にいる子にも声を掛けて交流を大切にしていきたい。 

 


